
「スピリチュアルケア」はどこで行われるの？        

                                   
鎌田東二 



 「スピリチュアルケア」の定義        2015年9月12日  
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     申し訳ありませんが、 

 

 ごく最近の個人的な経験から話をさせていただき
ます。 

 

 お許しください。 

 

 非常に私的な個別の具体的経験と事例から、「ス
ピリチュアルケア」の定義という課題に取り組みたく
思います。 



      つい最近 

 

 

 わたしはとてもとても親しくしてきた大切な同志的
な友人を2人、相次いで亡くしました。 

 

 一人は、2015年7月22日に。 

 

 もう一人は、2015年8月31日に。 



 

 その一人が、大重潤一郎さん、69歳。 

 

 もう一人が、岡野恵美子さん、70歳。 



     今から17年前の、 

 1998年8月8日、大重潤一郎さんとわたしは、淡路
島と神戸にいました。 

 

 早朝5時46分に、淡路島の突端から祈りを捧げ、 

 午後には、対岸の神戸メリケンパークで、阪神淡路
大震災で亡くなった方々、痛みを感受した方々の
鎮魂の催しとして、「神戸からの祈り～満月祭コン
サート」を開催しました。 

 

 その神戸実行委員長を神戸在住の大重潤一郎氏
が務め、わたしが代表を務めました。 

 

 



       以来、17年、 

 一緒に、同志として、さまざまな事を共にしてきま
した。 

 

 NPO法人沖縄映像文化研究所（理事長・理事として） 

 NPO法人東京自由大学（理事長・副理事長として） 

 

 「久高オデッセイ」三部作製作（監督・製作者として） 

 （2006年「久高オデッセイ第一部 結章」 

  2009年「久高オデッセイ第二部 生章」 

  2015年「久高オデッセイ第三部 風章」） 

  



大重潤一郎 

7月22日死去 

映画監督 

1946-2015 

久高オデッセイ
三部作 

上から(読売新聞・琉
球新報、沖縄タイムズ) 

海を描く、水を描く 
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 朝日新聞 

 

 

 2015年 

 7月4日朝刊 



 琉球新報 

 

 2015年 

 7月28日朝刊 



2015年
10月3日 

上智大学で 

「久高オデッ
セイ第三部 
風章」 

 

上映会＋ 

シンポジウム 

を行ないま
す。 



シンポジ
ウムは 

 高木慶子
先生 

 

 島薗進 

  先生 

 

 鎌田東二 

 

 で行ないます。 



この大重潤一郎監督の記録映画 

   「久高オデッセイ第三部 風章」は、 

 

   まさしく、わたしの感じ、考えている 

 

 「スピリチュアルケア」 

 

   の映画だと思っています。 



もう一人、亡くなった岡野恵美子さんは 

 この「久高オデッセイ第三部 風章」制作実行委員会の 

     事務局長を務めてくれました。 

   わたしとは、1983年以降、 

 鎌倉での「古事記研究会」 

 東京大井町での「霊学自由大学」 

 「天河曼陀羅実行委員会」 

 「宗教を考える学校」 

 「神戸からの祈り」「東京おひらきまつり」 

 「天河護摩壇野焼き講」 

 「NPO法人東京自由大学」 

  などの事務局長や運営委員長などを務めてくれ、本当に 

  同志的な朋友でした。 

 



    2009年8月26日（水） ～ 30日（日） （4泊5日）  

「日本最奥の秘教の聖地・天河～高野山をめぐる～知行一
致のスーパーマン・弘法大師空海と姫神ネットワークの謎」 

 弘法大師・空海は修行僧だった青年の頃、高野や天河を彷徨い、
姫神たちの神力とネットワークの加護を受けて秘密加持力と情報力
を高め、後年、高野山を開山しました。２００９年８月末、その空海ゆ
かりの地をめぐってゆきます。東京自由大学ならではの超豪華キャ
ストの現地案内人の宮司さんや住職さんに導かれて、「目からウロ
コ」のディープな手法とプログラムで。日本の神仏習合の拠点、天河
、高野山、丹生都比売神社etc。神仏の出逢いのかたちをこの身、こ
の心で共に実感しましょう。南無南無南無南無南無・・・ 
 

 場所：天河、高野山、丹生都比売神社 

 宿：天河民宿、高野山本王院、丹生都比売民宿 

 講師：近藤高弘 （陶芸家・美術家）、柿坂神酒之祐 （天河大辨財天
社宮司）、丹生晃市 （丹生都比売神社宮司）、高野山僧侶 

           引率：鎌田東二、担当：岡野恵美子 



2015年8月29日に、 

 NPO法人東京自由大学（神田）で行なった、 

 「久高オデッセイ第三部 風章」制作実行委員会事務局長
・岡野恵美子さんの挨拶。この2日後の8月31日に、本当
に突然、亡くなりました。 



8月31日20時38分のNHKニュースでは次のよう
に報道されています。 

 
横浜市で住宅火災 女性死亡 

３１日午後、横浜市金沢区の住宅が全焼 

する火事があり、この家に住む７０歳の 

女性が死亡しました。 

３１日午後３時５０分ごろ、横浜市金沢区 

釜利谷西の岡野征治さん（７６）の住宅から火が出ていると、岡野さん
の妻の惠美子さん（７０）から消防に通報がありました。 

この火事で木造２階建ての住宅が全焼し、惠美子さんは消防に助け出
されましたが、搬送先の病院でおよそ２時間半後に死亡しました。 

警察によりますと、岡野さんは妻と２人暮らしで、火が出た当時、岡野
さんは外出中だったということです。 

警察は、惠美子さんが自分で通報したあと火事に巻き込まれたとみて
、火が出た原因を調べています。 

現場は、横浜市立金沢動物園から南に２００メートルほど離れた住宅
街の一角です。  

 



     岡野恵美子さんは、 

 近隣への類焼を防ぐために、 

 

 自ら消火器を持って、消火活動を続け、 

 

 火煙に取り巻かれ、 

 

 逃げ遅れて、亡くなりました。 

 



 

天河護摩壇野焼き講 事務局長：岡野恵美子さん 
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岡野恵美子
さんの解器 

野焼き前 
野焼き後 



岡野恵美子さんが事務局長を務めてくれた「天
河護摩壇野焼き講」の「ホドキ（解器）」制作は、 

           現代の死生学実践である。 

 生を「むすび」ととらえるなら、死は「ほどき」。 

 神道は「むすび」の信仰であるが、 

 仏教は「ほどき＝ほとけ」の認識と信心。 

 「むすびの器」制作から、「ほどきの器」制作へ至る
中で、いのちの帰趨を観想する。 

 「ホドキ」は、1度作ったものを１回壊して、粉々にしてもう
一度、新しい粘土に混ぜて作り直す作業過程を持ち、丸2
年がかりで、合計4回焼き上げる。 

 

 「ホドキ・ワーク｣は、現代における一つの死生学的
瞑想である。 



神仏習合の拠点 
 
吉野熊野中宮 



天河大辧財天社秘神・日輪天照弁財天 60年に1度御開帳 





2009年11月22日  「世界一美しい」 
    天河火間（窯）の造営 初窯火入れ式 

 設計：近藤高弘（陶芸家・造形美術家） 

 天河護摩壇野焼き講（1996年に結成し、1997年2月3日の節分祭
において、第1回目の護摩壇野焼きを行う。以来毎年継続し、本年
2015年２月３日で、１９回目となる。来年は20回目の節目となる。 

 わたしは、1984年4月4日より、2５0回以上訪れて、長年フィールド研
究をしてきた。 

 その中で、護摩壇野焼き講を結成し、その過程で、財団法人・天河文
化財団の協力により、天河火間が誕生し、「解器（ほどき）」制作も始
まった。 

 空海は天河で7千座の護摩修法を行い「灰練り弁天像」を造った 

 2009年11月22日に行った初窯の中には、天河幼稚園の子供たちが
作った数十点の器も入った。式典には、天川村村長、天川村教育長
も出席し、挨拶を行い、共に心から喜び、祝った。 

 彼らは、この天河火間が、地域文化活性の貴重な施設となり、場とな
り、機会となると大きな期待を寄せている。 





天河護摩壇野焼き講の特色と二大提言 

 特色： 

 縄文時代以来の野焼きと密教の護摩（修験道の採灯護
摩）を融合させた。 

 

 二大提言 

 ①高野山ー天河古道復興（弘法大師空海が歩いた高野
山と天河をつなぐ古道を復興し、そこを「歩行（ほぎょう）」
する。 

 ②一般に骨壷と言われている遺灰を入れる器を「解器
（ほどき）」と名づけ、自分のものや、近親者のものを時
間をかけて作り、みずから焼き、生と死を見つめる機会
と時間とする。 





 



  「天河火間」、それは、宇宙船のような・・・ 





節分祭 護摩壇 

   吉野山伏と 

   羽黒山伏との 

      協働 
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 護摩壇の中から解器や
作品が次々と出てくる 
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2011年2月4日天河護摩壇野焼き講の窯出し 

 



 



 



 



 



     近藤高弘作「自画像：再生」 

 



  近藤高弘「自画像・再生」 



2015年9月12日、朝6時からの高野山・無量光院 

 （本尊：阿弥陀如来）のお勤めで、大重潤一郎さん 

 と岡野恵美子さんの菩提を弔っていただきました。 



        わたしは、 

 病院で大重潤一郎さんを看取り、2015年7月27日
と28日に行なわれた「大重潤一郎監督を偲ぶ会」（
お通夜）と「お別れ会」（告別式）では司式し、偲び
言を奏上し、石笛・横笛・法螺貝を奉奏しました。 

 

 そして、1ヶ月後の8月29日に、NPO法人東京爺祐
大学主催の「大重潤一郎監督を偲ぶ会」で口上を
奏上し、岡野恵美子さんが締めの挨拶をしました。 

 

 そして、そして、その1週間後の9月5日に、岡野恵
美子さんのお通夜が高野山真言宗の法式で営ま
れ、石笛・横笛・法螺貝を奉奏しました。 

 



ごく最近に起こった、とても身近な二人の死を 

  通して、改めて考えてみて、 

       「スピリチュアルケア」とは、 

 

 「ものがたる」（祈ること、儀礼をすることも含む） 

     ことと 

 「そばにいる」（死んでいても、生きていても、離れていても） 

     こと 

 

 突き詰めると、それしかないような気がしています。 



  その「ものがたり」 

 

  の中に、核に、 

 

 「祈り」 

 

  が込められていると思います。 



  「ものがたり」と「そばにいること」 

 

 それによって、 

 

 分かち合うことのできる世界とぬくもり 

 

 それ以外のどんな方法論も空しく思える時
があります。 



 ものがたり？ 死者との対話？ 

 

 生者（遺族・近親者・関係者）との対話？ 

 

 自然 

 

 時間 



5日前、深夜、突然、次のような歌が
口を突いて出てきました。 

 「神岡野アーメン」という歌です。 

  

  アーメン アーメン アーメン アーメン アーメン 

   オー マリア オー マリア オー マリア オー マリア 

  

  神岡野 笑みこ（恵美子）ぼれ満つ うつしみの 

  君の面影 天翔り往く 
  

  アーメン アーメン アーメン アーメン アーメン 

  オー マリア オー マリア オー マリア オー マリア 

 

 



「スピリチュアリティ」と「スピリチュアルケア」の定義 

 【スピリチュアリティ】 

  ①全体性（まるごと） 

  ②根源性（ねっこ） 

  ③深化・変容（ふかまり） 

          をもたらす生の羅針盤（いのちのコンパス） 

  

 【スピリチュアルケア】 

 嘘をつけない自分や他者と向き合うプロセス。 

 「体は嘘をつかない。だが心は嘘をつく。そして魂は嘘をつ
けない。」 

 あいだにあるはたらきを感知しつつ、まるごとの素の自分
を見つめ、いのちの帰趨に向い合うこと。 

 



「道連れ」「気づき合い」「気遣い合い」 

 「こころの道連れ」 

 「いのちの気づき合い」 

 

 「スピリチュアルケア」が本来的に包摂する他者性 

 「上求菩提下化衆生」の自利・利他両備の菩薩道
性 

 

 「スピリチュアルケア」とは、自己探求と対人援助の
両者が分かち難く結びついている 



    「スピリチュル」五則 

１、スピリチュアリティ（霊性）の三要素は、①全体性（まるご
と）、②根源性（ねっこ）、③深化・変容（ふかまり）、である。 

２、スピリチュアリティ（霊性）とは、「生の羅針盤（いのちのコ
ンパス）」であり、「道（Way）」である。 

３、スピリチュアリティ（霊性）とは、「独り」でありつつ、「同行
二人」である。 

４、スピリチュアルケアとは、「あいだ」にあるはたらきを感知
するスピリチュアリティ（霊性）の臨機応変的発動である。 

５、スピリチュアルケアは、「生態智」（「自然に対する深く慎
ましい畏怖・畏敬の念に基づく、暮らしの中での鋭敏な観察
と経験によって練り上げられた、自然と人工との持続可能な
創造的バランス維持システムの技法と知恵」）によって磨か
れる。 

 



 スピリチュアリティとスピリチュアルケア 

  「スピリチュアリティ」とは、 

  「嘘をつけない自分や他者と向き合うプロセス」 

 

 「体は嘘をつかない。 

  だが心は嘘をつく。 

  そして魂は嘘をつけない。」 

 

 「スピリチュアルケア」 とは、 

 「あいだ」にあるはたらきを感知しつつ、まるごとの 

 素の自分を見つめ、いのちの帰趨に向い合うこと。 



「スピリチュアルケア」を日本で考え、 

     実践する場合の「日本的な制約」 

 古来、日本人は「草木言語（くさきこととう）」と考え、それが
「草木国土悉皆成仏」と命題化される天台本覚思想の日
本的霊性論にまで発展した。 

 このような文化風土における「スピリチュアルケア」とは、
必然的に「ナチュラルケアnatural cere」(healing through 

nature)とでもいうべき自然の力動の感受と深く結びつい
ている。 cf.「風土臨床」（加藤清・精神科医） 

 そこで、「人が癒す」、つまり「人間関係の関わりの中で支
えられ癒される」局面だけではなく、「自然が癒す」、すな
わち「自然と人間との関わりこそが癒しと支えの根幹とな
る」という事態があるということも「スピリチュアルケア」の
問題として考えると必要がある。 

 



      ありがとうございました。      


